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外交史料館ニュース

外
交
史
料
館
ニ
ュ
ー
ス

一
、
外
交
記
録
公
開

「
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」（
平
成

二
八
年
外
務
省
訓
令
第
一
六
号
）
等
に
基
づ
き
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
内
に
以

下
の
と
お
り
外
交
記
録
を
外
交
史
料
館
に
移
管
し
、
目
録
に
掲
載
し
た
（
対
象
フ
ァ
イ

ル
の
概
要
は
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

①
一
月
三
一
日　
　
　
　

二
七
八
冊

②
三
月
三
〇
日　
　
　
　

一
五
〇
冊

③
五
月
三
一
日　
　
　
　

一
九
八
冊

④
七
月
三
一
日　
　
　
　

二
九
八
冊

⑤
九
月
二
八
日　
　
　
　

二
九
九
冊

⑥
一
一
月
三
〇
日　
　
　

二
五
八
冊

⑦
一
二
月
一
九
日　
　
　

二
二
冊
※

※
は
特
別
審
査
済
み
フ
ァ
イ
ル
で
あ
り
、
即
時
閲
覧
可
能
な
状
態
で
公
開
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
は
一
九
五
七
年
の
岸
総
理
の
米
国
訪
問
や
一
九
八
七
年
の
中
曽
根
総
理
の
米

国
訪
問
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
日
米
半
導
体
協
議
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
全
文
書
の
画

像
が
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
。

二
、
所
蔵
記
録
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施

戦
後
七
〇
年
を
契
機
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
二
〇
世
紀
を
振

り
返
り
二
一
世
紀
の
秩
序
と
日
本
の
役
割
を
構
想
す
る
た
め
の
有
識
者
懇
談
会
」
報
告

書
に
お
い
て
我
が
国
が
取
る
べ
き
具
体
的
施
策
と
し
て
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

の
充
実
」
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
史
料

画
像
提
供
及
び
所
蔵
記
録
の
保
存
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
戦
後
外
交
記
録
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
の
作
業
に
順
次
着
手
し
て
い
る
。
二
九
年
度
に
お
い
て

は
戦
後
外
交
記
録
の
う
ち
、
第
三
回
〜
第
九
回
外
交
記
録
公
開
で
公
開
さ
れ
た
フ
ァ
イ

ル
を
中
心
に
作
業
を
進
め
、
同
セ
ン
タ
ー
に
五
〇
三
冊
分
の
画
像
を
提
供
し
た
。

三
、
展
示

平
成
三
〇
年
一
月
一
一
日
か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
、明
治
一
五
〇
年
記
念
展
示「
国
書
・

親
書
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」
を
開
催
し
た
。
本
展
示
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
に
外

交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開
し
た
。

ま
た
六
月
一
二
日
か
ら
一
〇
月
一
一
日
ま
で
、
明
治
一
五
〇
年
記
念
展
示
「
条
約
書

に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
一
〇
月
二
三
日
か
ら
は
企
画
展

示
「
外
交
史
料
謎
解
き
ト
ラ
ベ
ル
」
を
開
催
し
た
（
平
成
三
一
年
二
月
二
八
日
迄
）。

館
外
展
示
と
し
て
は
、
七
月
二
四
日
か
ら
八
月
二
三
日
ま
で
、
北
海
道
立
文
書
館
と

の
共
催
で
北
海
道
一
五
〇
年
・
明
治
一
五
〇
年
「
世
界
史
の
中
の
北
海
道
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
一
一
月
六
日
か
ら
一
二
月
一
六
日
ま
で
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明

館
と
の
共
催
で
、
明
治
一
五
〇
年
記
念
展
示
「
外
交
史
料
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」

を
開
催
し
た
。
明
治
一
五
〇
年
記
念
に
関
す
る
各
展
示
の
詳
細
は
本
号
掲
載
の
「
明
治
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一
五
〇
年
」
特
集
記
事
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

四
、
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
設

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
〇
日
に
「
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
公
開

し
た
。
詳
細
は
、
本
号
掲
載
の
活
動
報
告
「
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の

開
設
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

五
、
史
料
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
始

平
成
二
九
年
度
か
ら
、
利
用
の
促
進
の
た
め
に
、
研
究
や
学
習
の
た
め
に
外
交
史
料

を
使
っ
て
み
た
い
と
い
う
関
心
を
持
っ
て
い
る
大
学
生
や
大
学
院
生
向
け
の
史
料
利
用

セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
し
た
。
平
成
三
〇
年
二
月
に
は
、
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
案

内
を
掲
載
し
、
以
後
一
〇
校
、
一
一
回
実
施
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
本
号
掲
載
の
活
動

報
告
「
史
料
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
始
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

六
、
日
本
国
際
政
治
学
会
平
成
三
〇
年
度
研
究
大
会
へ
の
参
加

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
日
本
国
際
政
治

学
会
平
成
三
〇
年
度
研
究
大
会
の
日
本
外
交
史
分
科
会
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
「
外
交
記

録
公
開
の
進
化
と
戦
後
日
本
外
交
史
研
究
」
に
、
当
館
か
ら
福
嶌
外
交
史
料
館
長
が
登

壇
し
た
（
そ
の
他
の
登
壇
者
は
川
島
真
東
京
大
学
教
授
、白
鳥
潤
一
郎
放
送
大
学
准
教
授
、

高
橋
和
宏
防
衛
大
学
校
准
教
授
（
司
会
）、
吉
田
昌
弘
外
務
省
外
交
記
録
・
情
報
公
開
室

長
）。壇

上
で
は
、
吉
田
公
開
室
長
か
ら
現
在
の
外
交
記
録
公
開
制
度
の
進
展
が
、
さ
ら
に

福
嶌
館
長
か
ら
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の
概
要
な
ど
、
近
年
の
外
交
史
料
館
の
利
便

性
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
説
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
名
の
研
究
者
よ
り
討
論
者
と
し
て

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

川
島
教
授
か
ら
は
、
公
文
書
管
理
が
行
政
の
国
民
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

を
確
保
す
る
事
実
を
証
明
す
る
点
で
、
外
交
記
録
公
開
制
度
が
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
、
公
開
の
進
展
が
、
自
国
の
記
録
に
よ
り
戦
後
日
本
外
交
史
を
歴
史
的
に
論
じ

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
点
で
意
義
深
い
こ
と
、
さ
ら
に
国
内
外
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
面
で
効
果
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

続
い
て
、
白
鳥
准
教
授
よ
り
、
飛
躍
的
に
公
開
量
が
増
え
た
外
交
記
録
に
つ
い
て
、

利
用
者
側
も
記
録
の
作
成
さ
れ
た
歴
史
的
経
緯
や
作
成
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
十
分
に
理

解
し
た
上
で
研
究
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
外
交
史
料
館
に
は
外
国
人

対
応
を
意
識
し
た
利
用
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
期
待
し
た
い
な
ど
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
他
に
パ
ネ
ル
で
は
外
交
記
録
公
開
と
学
界
と
の
連
携
を
よ
り
深
め
る
方
法
、
外

交
史
料
館
と
し
て
ど
の
よ
う
な
点
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
か
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
点
が
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。
フ
ロ
ア
は
定
員
九
〇
名
を
超
え
る
満
席
状
態
と
な
り
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。


